
 

○西原足山田地区計画の方針 

名    称 西原足山田地区計画 

位    置 
豊川市西原町水上の一部 

豊川市足山田町小金の一部 
豊川市足山田町五反田の一部 

面    積 約７．６ha 

区
域
の
整
備
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地区計画の目標 

本地区は、本市北部の主要地方道豊川新城線沿いに位置し、

平成５年に工業用地として開発された地区である。 

当地区を含む一宮西部地区は、企業立地を積極的に促進し、

工業生産・物流拠点機能の充実を図り、合併による土地の連た

ん効果を最大限に活用し、環境にやさしい新産業誘致を進める

地区として位置づけられている。 
そこで本計画では、現在の工業用地の位置づけを継承しつつ、

新たな産業核として地域産業の高度化、活性化の拠点とするべ
く、周辺環境と調和した機能的で活力ある産業空間形成を図る
ことを目的とする。 

土地利用の方針 

本地区は旧一宮町時代に工業拠点のひとつとして計画的に整

備された工業用地であり、工業に特化した土地利用を推進する

地区として、工業利便性の維持・向上に努める。 
一方で、工業生産活動が周辺の景観、集落及び農業に及ぼす

影響を考慮し、周辺環境との調和を図る。 

地区施設の 
整備の方針 

緑地及び公共空地は、すでに確保、整備されているため、こ

れの維持・保全に努める。 

建築物等の 
整備の方針 

良好かつ周辺環境と調和の図られた工業用地の形成及び景観

の維持を図るため、建築物等の用途の制限、建築物の容積率の

最高限度、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、

建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を行う。 

都市計画決定       平成２０年１２月２６日 
変更（都市施設の変更）  平成２７年 ３月１３日 
変更（地区整備計画変更） 平成３０年 ４月 １日  



地区整備計画 

地
区
整
備
計
画 

地区施設の配置 
及び規模 

緑
地 

名称 面積 配置 

緑地１号 0.86ha 計画図表示のとおり 

公

共

空

地 

名称 面積 容量 配置 

調整池１号 0.93ha 9,600㎡ 計画図表示のとおり 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の 

用途の制限 

次の各号に掲げる建築物以外の建築物は建築してはならない。 

１．工場（日本標準産業分類大分類Ｅ製造業に分類されるもの）及

びそれに関連する研究開発施設。ただし、建築基準法（昭和25

年法律第201号）別表第２(る)項第一号に掲げるものを除く。 

２．物流施設 

建築物の 

容積率の 

最高限度 

１０分の１５ 

建築物の 

敷地面積の 

最低限度 

１０，０００平方メートル 

壁面の 

位置の制限 

建築物の外壁又はこれらに代わる柱の面から道路境界線又は敷地境

界線までの距離は、４メートル以上とする。ただし、軒の高さ３メ

ートル以下の守衛室その他これに類するものは除く。 

建築物等の 

形態又は色 

彩その他の 

意匠の制限 

建築物等の形態及び色彩は、原則として原色や装飾を避け、周辺の

環境と調和したものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


